
＊救命救急の処置の方法については、消防署、日本赤十字社の方法に従って行ってください。





突然発生したケガや事故に対し、その対応をすぐにできるものではありません。


このような、対応マニュアルをクラブで作成してはいかがでしょうか？





【RICEの実施】


・Rest　・・・　安静


　　ケガをしたところを安静に保つ。痛まない姿勢で患部を　　　休ませる。


・Ice　・・・　冷却


　　内出血や炎症を抑えるために、患部やその周りを冷や


　　す。１５～２０分冷やし、再び痛み始めたら再度冷やす。


・Compression　・・・　圧迫


　　出血・腫れをふせぐために圧迫する。冷却と同時に行


　　なってもよい。


・Elevation　・・・　挙上


　　ケガをしたところを、できるだけ自分の心臓よりも高いと


　　ころに持ち上げる。





＜応急処置＞





正常な呼吸をしている


＊回復体位にして様子を見守る





正常な呼吸をしている





①反応を確認する


②助けを呼ぶ（１１９番通報）


③気道の確保　


④呼吸の確認











⑤人工呼吸２回


⑥⑦胸部圧迫３０回と人工呼吸２回の組み合わせをくり返す


※胸部圧迫は強く、速く（１００回/分）、絶え間なく、圧迫解除は胸がしっかり戻るまで





＜救命処置＞





救急車の呼び方





（１）１１９をダイヤル・・・救急であることを伝える。


（２）救急車に来て欲しい場所を伝える。


　　　・住所、建物名など


（３）傷病者の状況を伝える。


（４）行なった応急処置を伝え、次の指示をもらう。


（５）救急車の出迎え・誘導を行なう。





緊急連絡先





病院名





TEL





スタッフ





TEL





○○病院











代表











△△病院











クラブマネジャー











××病院











事務局長











事故発生連絡体制図





クラブ代表者へ連絡





クラブで保管





クラブでの対応・事後処理をシートに記載





・スタッフ同行


・クラブへ病院名、電話番号、病状などを連絡


・治療中付き添い、様子を確認





病　院





・容態の報告


・病院へ行くことの了解を得る


・保険証など必要事項の確認





家庭へ連絡





・スタッフ同乗





救急車要請


（１１９番）





重度の事故


（救急車要請）





クラブ代表者へ連絡





クラブで保管





クラブでの対応・事後処理をシートに記載





・状況に応じてスタッフ同行


・病院名、電話番号、病状などを把握





病　院





・容態の報告


・病院へ行くことの了解を得る


・保険証など必要事項の確認





家庭へ連絡





クラブで保管





家庭へ連絡





クラブでの処置・事後処理をシートに記載





※対応・処置





クラブにて応急処置





中度の事故


（医師の診察あり）





軽度の事故


（医師の診察なし）





事故発生





緊急時対応マニュアル








